
クロス補聴器装用時の左右間の時間差・音圧差
―クロス補聴器（EHIME）装用時の音源定位―

○立入 哉１），鶴旨由子２）

１）愛媛大学 教育学部，２）岡山県立聾学校

【目的】
RIC補聴器のレシーバを延長する形の新発想 CROS補聴器（EHIME : Extend―wired Hearing Instru-

ment for Mono―hearing Ear）について、装用した状態での音圧差と時間差について検討し、音源定位に
関する学習の可能性について検討した。

【方法】
防音室内に被験者の耳の高さで 30度づつ 12個のスピーカを環状に設置した。中央に HATS（ダミーヘ

ッド）を置き、補聴器（EHIME）非装用時と EHIME装用時の音を、HATS内の IEC711カプラで収音・
録音し、PC上の波形分析ソフトにて分析した。

【結果】
両耳間時間差（ITD : interaural TIME difference）、両耳間強度差（IID : interaural INTENSITY differ-

ence）共に、先行研究で得られた結果とほぼ同じ結果が得られた（ITD最大 0．7msec、IID最大 15．5
dB）。次に補聴器装用下では、EHIMEでは良聴耳に RIC用レシーバを用いることで openとなっていた
め、原音（S1）の後、補聴器経由音（S2）が聞こえる状況が観察できた。音圧については、S1＝IIDであ
り、S2＝補聴器 gain＋IIDとなり、時間差については、S1＝ITDであり、S2＝補聴器の処理時間＋ITDで
あった。

【結論と考察】
一側難聴者が CROS補聴器を使用した場合、難聴耳側からの音は補聴器によって聞こえるようになる

が、時間差情報・音圧差が少なくなる。音源定位が有意に困難になるとの鶴旨ら（2018）の結果を立証で
きた。S2の時間差は補聴器の処理時間＋ITDである。EHIMEは有線伝送のため 6～8msecであるが、ワ
イヤレス伝送の場合は最低でも 12msec程度であり、S1/S2の聞こえが異なることが予想された。

Kukら（2014）は CROS補聴器の装用者は音源定位について訓練効果を明らかにし、訓練の必要性を
述べている。CROS補聴器装用時は、S1と S2の聞こえ方の違いを音源定位に利用できる可能性がある。
今後、訓練プログラムの内容と効果について研究を進めたい。
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